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〇太平洋戦争中、国策として多くの著名画家が「戦争画」を制作しました。これらは全国で展覧会が開かれ、国民の戦意高揚を図る
プロパガンダとして活用されました。戦後、これらの作品はGHQにより接収された後、1950年代に米国から返還され、現在は東京国
立近代美術館が所蔵、戦争美術の貴重な資料として保存・研究されています。
　今回は陸軍美術協会が昭和18年に発行した『大東亜戦争陸軍作戦記録画』に収められた著名な画家による「戦争画」（複製）を

展示します。藤田嗣治や向井潤吉、川端龍子など、また郷土が生んだ画家で書家の中村不折の戦争画も展示します。
午前10時～午後5時

1階特別展示室
入場無料

8月1日（土）
～30日（日）

日露戦争を描いたものですが、戦意高揚のため昭和10年代に再版されました。

日 本 海 海 戦 之 圖  
連合艦隊旗艦三笠　東郷司令長官乗艦

芸術家が戦争に動員された時代展
―戦争画(複製）でみる戦争―特別展

monthly
 report  vol.181創造館だより

～縄文から宇宙まで～
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中村不折 (なかむらふせつ） 画

山下パーシバル両司令官会見圖宮本三郎 （みやもとさぶろう） 画

神兵パレンバンに降下す鶴田吾郎 （つるたごろう） 画


